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特集　シンポジウム白山麓の川と魚の保護
第８巻増刊号

カジカ（ゴリ）の養殖

　ふつう北陸でゴリ（川ゴリ）と呼ばれているものには，カジカ・ヨシノボリ・アユカケなど

のハゼ科魚類が含まれている｡白山麓のゴリの代表はカジカCottiishilgendorfiである｡アユカ

ケ（アラレガコ）は，ゴリの中ではもっとも美味とされるが，カジカもみそ汁は極めて美味で，

金沢のゴリ料理は有名。

　もともとカジカは，川と海を往復するアユのように，河川で産卵，孵化し，海へ下って比較

的短期間生活し，河川で成長する両側回遊をするが，河川だけで生活する河川型のカジカもい

る。石川・福井などには河川型しかいないといわれている。河川型は，卵が大きく少ない（100

～300粒）。

　山中町にある内水面水産試験場は，瓦やビニールパイプに人工産卵場を作り，全国にさきが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しぎょけて採卵，養殖に成功している。写真左上は，産みつけられた卵と,･孵化後l2日の仔魚。成魚

は，中～上流域の礫底にすみ，水生昆虫などを食べる動物食。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷田一三，写真：内水面水産試験場）
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白山麓の渓流の生物

　主な魚類は３種。水表面近くを遊泳して餌を待つのはヤマノ（現在は天然湖上して

いない），水底近くで餌を待つのはイワナ，石の問にはカジカ（ゴリ）が潜んでいま

す。川底には魚達の餌になるカゲロウ・カワゲラ・トビケラなどの水生昆虫が豊富です。

　春になると，尾の長いモンカゲロウや，ヒゲの長いヒゲナガカワトビケラの成虫が

川面にあらわれ，短い命で交尾・産卵します。

　周辺のブナ林なとがら川へ流れてくる落葉が，川の生物の餌の基礎です。
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司会　今日のシンポジウムは，川と魚がどういう

　はたらきをしているかということと，その川と

　魚の保護が白山麓の人達にとって，それからも

　う一つは下流の金沢の人達にとってどういう意

　味があるかということの勉強をしたいと思って

　います。きょうは講師の方以外に，県の内水面

　水産試験場の方もオブザーバーとして来ておら

　れます。まず最初に土木部の河川課長の森村さ

　んです。お願いいたします。

河川法と石川県内河川の現況

森村　まず石川県の河川現況でございますけれ

ども,手取川（地名については

p.15の図４を参照）のような

一級河川が43河川，二級河川

が犀川など149河川，準用河川

が141河川あります。この３つ

を法定河川といいますけれども，

これが全部で1,382km。この他

に法定外,普通河川と称するものが1,422河川，

延長で2,151kmございます，柴山潟とか河北

潟，邑知潟などは,二級河川の中に含まれており

ます。手取川は石川県で一番大きい河川でして，

流域が809km^水量は大変巴かで歴史も古う

ございます。七ヶ，宮竹の灌漑用水もございます

し,最近では手取川ダムもできまして,36万kw

の発電とか，上水道の供給事業まで開発され，

石川県民が大変恩恵をこうむっている川です。

　次に河川の管理者について申しあげますと，

河川はすべて国の施設，財産です。これを管理

｣ﾕで分類します。一級河川というのは国，すな

わち建設大臣が主に管理する河川，二級河川は

県知事が管理する河川，準用河川は市町村長が

管理するものということになっております。普

通河川というものは国有財産ということになり

ますけれども，管理は一般的には市町村にまか

されております。それから一級河川と中します

のは水系ごとの指定であり，石川県の場合，手

取川と梯川の２つの水系が指定されておりま

す。支川は大小ありますがある区間を定めて一

級河川ということになるわけで，手取川と梯川

では本川の他に水系内にある主要な支川が入っ

ているわけであります。一級河川の管理は手取

川の場合ですと，白山合口堰堤（鶴来町）から

河口までと手取川ダムからダム湛水区域末端の

区開か建設大臣の管理になっておりまして，そ

れ以外は知事に委任されております。

　それから河川の区域でございますけれども，

これは私権とからみますから河川法が40年に

改正されました時に，私権の関係との調整が多

少なされ３つに分類しております。常に水が流

れている区域を一号地，河川の堤防をなしてい

る地域を二旨地，洪水の及ぶ範囲で堤防と一

体になって管理するのが適当だとみられる地域

を三号地とよんでおります。三号地につきまし

ては，遊水池というものも入ります。国有地で

あろうと民有地であろうとそれは問いません。

この河川区域において頭首工（河川から用水を

とる施設）を作ったり橋をかけたりということ

は，河川の公共財産を使用するということで，

占川手続とかいうものがいるわけです。
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河川についての権利

　それから河川の水利権ということで申しあげ

ますと，河川は公共のものということが大原則

でございまして，その管理は河川が適正に利用

され流水の正常な機能が維持されるように行な

われなければならないということになっており

ます。

　河川の水を使用したいという場合は河川法

23条というのがございまして許可申請がいり

ます。これを水利権申請といい，明治29年に制

定された旧河川法のもとではそれは前に水を

とっていたという慣行的な水利権は届出によっ

て認められていましたが，現在は新たな水利権

の設定には必ず許可申請が必要になっておりま

す。水利権の設定というのは発電とか上水道用

水，農業用水とかに使用する量を定めて申請す

るわけでして，施水のための工作物をどうする

とか，それからもっと大事なことは下流の既得

の水利権者に対して影響を与えないかどうかと

いうふうなことが条件になってまいります。現

在手取川の水系で認められております水利権は

発電が51か所, 灌漑が36か所，上水道は２か

所となっております。それからさっき言いまし

た河川敷地の占川につきまして，この水利権申

請にも河川の土地の占用許可というものが必要

になってきます。私どもでは工作物の構造が安

全であるが，もし洪水が出た時にこわれたりし

て支障がないかとかいろいろなことをチェック

しているわけでございます。

　ここに直海谷川というのがございますけれど

も、河川占用の例として養魚場を作るというこ

とを考えた場合，どういうふうなことを考えな

ければならないかというと，取水口をどこに作

るか，どうして養魚場まで水をひくか，自然流

人で入れるのかポンプが必要なのか，そのため

の構造はどうすればいいのかとか，河川の洪水

に支障とならないかどうか，工事はいったいい

つ頃からいつ頃までかかるとか,かんじんなの

は必要な水量がどれだけだとか，それから期

間によって違うのかどうか，この施設を管理し

ていくのにどのようなことが必要かとかいろん

なことがございます。　こういうことにつきまし

ては土木事務所が窓口でございますので，　ここ

の場合ですと鶴来上木へ行かれて御相談になっ

たほうがいいと思います。それから川へおりる

ための歩道を作るということもあろうかと思い

ますが，そういう場合も河川区域に入る場合は

手取川ダム湖

同様の手続きが必要です。

河川の環境保全

　それから環境との関係ですけれども，私ども

に限らず水と緑というものはだれもがあこがれ

るものでして，私ども主として治水関係の仕事

をやっておりますと，できるだけ人が親しみや

すい川を作りたいと考えております。河川敷の

中に遊歩道を作ったり，広場，公園等を作った

り，堤防の裏になりますが桜並木がなくなった

のを復元しようとしたりということを，私ども

は考えているのでございます。しかしゆとりの

あるかたちというのはなかなかできません。そ

れに必要な土地が得られないとできないことが

多うございます。たとえば桜並木を作るといい

ましても、堤防の裏に土を盛りましてそこに植

えるということでないとできないわけで，今そ

のために敷地も必要ということになります。

　また人間ばかりでなく魚につきましても同じ

ことでございまして，やはり頭首工を作った場

合や落差工を作った場合には，魚道も必要でご

ざいます。河口に水門を作る場合でも、サケ，

マスやアユが入れるような魚道をわげて作ると

いう例もございます。河川の護岸も魚のすみ場

がないということで最近魚巣になるようなブ

ロックが開発されまして，私どもも試験的に

使ってはおりますが，もう少し改良が必要と思

います。

河川維持流量

　魚に必要なのは水ですけれども，河川法では

河川の正常な機能を維持するための流量の確保

ということを言っております。これは魚のため

ばかりでなく，生活の排水のためにも必要な水

量というのがございまして，ダムを作る場合に

も維持流量というものを確保させております。

　環境基唯ですけれども，平取川の雌準はＡ型

指定となっております。治水と利水は相反する
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　性格をもちますが，ダムというのはお互いうま

　くやっていくような方法の１つだろうと考えて

　おります。洪水の水をためておいてそれを発電

　なり水道になり使うということですから，いい

　ことだろうと思っております。手取川ダムがで

　きましてみんなが恩恵をうけているわけですけ

　れども，白山麓の町村のみなさま方の御英断に

　よってできたと思いますので，あらためて敬意

　を表するしだいであります。

　　河川は先祖が残してくれた大きな財産と思い

　ますので，汚さずに大切に使って，自然の恵み

　をうけるように，子孫にまたひきつぐように心

　がけてまいりたいと思っております。
司会　次は二人目の講師の方を御紹介いたしま

　す。河内村の直面谷川の奥の内尾の区長さんで，

　末井さんとおっしゃいます。末井さんはこれま

　で内尾の地域振興にいろいろ力をつくされまし

　て，内尾に桜を植えたり，キャンプ場を作られ

　たり,保養センターを誘致したりということで，

　大変植樹的な方です。

直海谷川のゴリとイワナ

末井　川の生物や山菜は私の考えによりますと人

　間に供するためにあるものだと思います。その

　一つの例としてゴリでありますが，ゴリはなぜ

　いなくなったのかと誰しもふしぎに思うわけで

　す。これは誰も乱獲したわけでもなし，そうか

といってそのゴリを殺すようなた

ぐさんの毒を流したわけでもな
し,どうしていなくなったのか。

私の考えではゴリも人間ととも

に生活しており，人間が山に住

まなくなるようになってゴリもい

なくなくなったんだろうと思う

のです｡昔はこの直面谷川,大日川の杖川の奥に

も部落があり，桑島（白峰村）の向いの谷にも出

作りがありました｡そういうところに必ずゴリが

いたんですが,私などは，ゴリは人間の出す米の

流し汁やおつゆの汁を稚魚のあいだに食べ，生

育していたんではなかろうかと思うのです。昔

は炭焼がいて一升食いとかいって，お米も十日

に一俵くらいは食べる家がたくさんあったんで

す。昔の流しは川の水をそのまま流しにひいて，

おつゆの残ったのをそのまま流していたんで

すが，いまやどこの山奥に行っても水道になっ

てしまってきれいになって，おつゆの残りカス

はみんな袋の中へ入れてゴミ集めがきて川が

きれいになりました。そのためゴリの食べ物が

なくなり，ゴリが住めなくなったのではなかろ

うかと考えるのですが，こういう考えも一理あ

るんじゃなかろうかと思います。

　次にイワナでありますが，イワナは私の考え

によりますと，絶対絶えるものでないと思いま

　　　　　　　　　　　　　河川の環境基準

　公害対策基本法に基づき，昭和46年に環境庁の示した基準。手取川の上流部は，最も規制が厳し

いＡＡに，中～下流部（河口を除き）はＡに指定され，金沢市街地を流れる犀川，浅野川は，手取

川より緩いＢ段階に指定されている。

水域の煩型 AA Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

基準値(日平均)

ＢＯＤ(生物学的酸素要
　　　　求量)(mg/l)
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pH

1以下

|　　　

2以下　　　3以下

　7.5 以上　　　　　　　5 以

　　　　　25 以下

　　　　　　　6.5～8.5
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す。これはきれいな川でさえあれば虫を食べて

育つのであって，ゴリと違って人間のいない山

奥であってものぼれる限り水がある限り，イワ

ナは生息するものと考えます。

山菜について
　次に山菜についてでありますが，昔から山川

草木といっても山菜は山のどこにでも生育する

ものではございません。都会の人達は山さえ行

けば山菜がどこにでもあるように思われます

が,山にも土の質によりまして，木の生える所，

同じ木でもスギの木のよく育つ所やナラの木

の育つ所，また雑木の育つ所が違うごとく，山

菜も育つ所は違うわけでございます。

　昔は山の人は30年か40年ごとに木を切り炭

を焼いていたのですが,その木の伐ったあとに，

ゼンマイがきれいに顔をだすんですね。それを

山の人達がとって春の生活の糧としとったわけ

です。ところが今は炭を焼くことはなくなり,山

は大木と化し，ゼンマイは自然と生息する場所

がなくなったんです。谷の奥の方の木のはえな

い所，私共アラシといっているのですが，そこ

に草がはえるんです。それを10年か20年放置

しておきますと地面が肥えてきます。それをか

りはらって後焼きはらい，一番最初にソバをま

き，その次にアズキというように何度か作物を

値えるわけですが，そのあとにワラビやフキや

そういうものが自然とはえてくるんです。　とこ

ろが今はもうなぎ畑（焼畑）を作る者もいなく

なり，人間に供するために神様が作って下さっ

たワラビとか，フキとかそういうものがくだら

ん雑草に負けてしまって，はえる余地が昔程な

くなってくるんです。つまり人間が山を捨てた

ということになるんじゃないかと思います。自

然保護ということは山をそのままにしておいた

方が保護なのか，手入れするのが保護なのか何

がなんだか私としてはわからないような気がし

ます。

山の動物と過疎

　別の話ですが，山のマムシもウサギもそのよ

うに人間とともに生きていくんじゃなかろうか

と思います。　ウサギなんかこの頃ウサギとりに

行っても一匹か二匹しか見られません。昔はた

くさんいました。　これは人間がウサギをとるか

ら，ウサギが人間に負けまいと思って子どもを

ふやすんですね。これも山の狩人がいなくなっ

て絶えてしまったんです。マムシもそのとおり

です。

出作り小屋（白峰村エラ原）

　　最後にもう一つツバメであります。学校の子

　どもの調査によりますと，ツバメがいなくなっ

　たとか少なくなったとか，誰かがどっかで網

　はってツバメをとったんじゃないかということ

　を聞きますが，ツバメがいなくなったのじゃな

　くて，ツバメがいられなくなるように人間がし

　てしまったんです。私の家へよくツバメが出人

　りしてきます。朝でるときはちゃんと戸をあけ

　て「ツバメが出人りせいよ」といって戸をあけ

　てやります。　ところが山里の内尾でもこの頃都

　会からたくさんの人が土曜，日曜にやってきま

　す。不用心で「山里にもカギをかけよ」といわ

　れる時代になりました。そうするとツバメの巣

　を作る場所がなくなりました。もう一つは50

　軒, 60軒あった家が現在は10軒までしかなく

　なりました。そうするというと4/5のツバメが

　どっかへ行って巣を作らにゃいかん。　どっかへ

　行って作るにも各自が戸を閉めて入れてくれな

　い。こういうことも動物と人間がかけはなれて

　いった原因のような感じがします。

司会　次は京都大学の教授の川那部先生です。先

　生は京都府の内水面管理委員会の委員というこ

　とでもあります。淡水魚では日本での権威でご

　ざいます。川那部先生お願いいたしますっ

サケ，マスとはどんな魚

川那部　川の魚を私は, 1955年から25年あまり

　調べてきたのですけれども，水が冷たくて潜る

　のに骨が折れるので，イワナは自分では殆んど

　やったことがありません。また手取川は10年程

　前に２度ほど見にきただけで，それからあとな

　まけていますので,手取川そのもののイワナや

　ゴリの話はむしろ皆さんから教えて頂きたいと

　思っています。

　　さて，まずイワナはどんなものでしょうか。
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魚を見てすぐこの仲間じゃないかと疑うことの

できる特徴の１つに背びれのうしろの肉質のヒ

レがあります。あぶら鰭と言いますが，これの

ついているのはまず広い意味でのサケ，マスの

仲間，それに日本産の淡水魚で言えば，ギギぐ

らいです。サケ，マスの仲間っていうのは地球

全体で言うと北の方と南の端の方と，とにかく

寒い所だけに住んでいる魚で，真中の暖帯や熱

帯には全然いない。そこで一番いばっているの

はコイの仲間です。

　淡水と関係しているサケ，マスの仲間を少し

ずつ分けていきたいんですが，カワカマスと

いって日本にはいない魚食性のものを別にする

と，卵の非常に大きいものと，卵の小さいもの

とに分けられます。大きいもの

がもう少しせまい意味でのサケ，

マスーイワナもここに入りま

す。小さい卵のものはワカサギ｡

シシャモ・アユの仲間です。　こ

の少々狭い意味のサケ，マスの

仲間にはこれまたいろいろなも

のがあるのですが，日本にもいるものだけで言

いますとまた２つに分かれる。全体がだいたい

濃い色でそれに薄い色の斑点があるものと逆に

全体が薄い色で濃いほうの斑点があるというも

のになります。濃色で薄い色の斑点がある連中

はすべて腹ビレの下の方が白くなっていまして，

これがイワナの仲間です。それに対して薄い色

に濃い斑点がついているほうが，いちばん狭い

意味でのサケ，マスの仲間でヤマメとかニジマ

スとかあるいはサケとかサクラマスとかが，全

部こちらに入り，この連中はヒレの下部が白く

なっていない。

　さてこの中では，イワナの仲間の方が古い形

を残していて，地球儀の上でいえば，いちばん

北の方に片寄っています。サケ，マスの仲間っ

ていうのはもともとは海と川を往復して生活

するのが基本的な姿で，つまり卵は川で生み，

海へ行って育ち，そこで大きくなって川へ戻っ

てくるというのが本来です。　イワナもそうで，

北海道へ行きますと，ほとんどのものが海へ下

る。これをアメマスと申します。北海道にはオ

ショロコマという別の種がいて，海へは下らな

いんですが，この種ももっと北のシベリアまで

まいりますとやっぱり海へ下る。一般に南へ来

れば，海へ下らず川や湖にとどまっていてその

かわりにあんまり大きくならないというのが原

則です。

イワナの産卵

　このようにイワナとふつう言っておりますの

は，シベリアの南の方から一番南は四国までの

範囲に住んでいるアメマスのことです。今申し

ましたように，海に下るはずなんてすが，地球

が寒かった頃に南へやって来て，海へ下らなく

なってしまったもので，これをイワナというわ

けです。さて，それではイワナの生活について，

とくに京都の近くで調査をしている私の若い友

人たちの仕事を中心に，次にお話をしたいと思

います。

　まず，はじめに産卵のことを申しましょう。

川には淀んだ渕とさらさら流れる瀬とが連なっ

ていることは御承知の通りです。この頃はまっ

すぐの溝みたいな川ができていますが，あれは

川としては間違いです。

　サケ，マスの仲間は一般に渕の下流，瀬のは

じまりのところで産卵します。上流から下流方

向に長い長円形の産卵床を掘りまして産卵，放

精します。だからサケ，マス類の産卵のことを

　「掘り」といいますね。受精したら砂をかぶせ

てわからないようにしてしまう。　ところがイワ

ナにはもう少し融通性がありまして，せまい枝

谷ではほとんどないこういう場所のほかに，

渕のいろんな場所を非常にじょうずに掘ること

ができます。例えば渕の横の狭い斜面に横に長

い産卵床を作ることもできます。だからヤマメ

やアマゴがいなくなってしまうような上流域で

も，イワナは産卵できるわけです。秋に産卵さ

れた卵は冬に石の下で,仔魚がかえり,春になっ

てから，この石の間から出てくることは御承知

のことだと思います。

イワナの餌

　イワナはたいへん貪食な魚でヘビを飲み込ん

図１　イワナ
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でいる話などがよくあります。　しかし一番主な

餌はやはり昆虫です。どんな虫を食べるかとい

えば，石の底にいる虫も石の表面に出ておれば

食います。流れてくる虫も，もちろん食べます

し,水面の上から落ちてくる虫も食べます。従っ

て,水の中の石をひっくりかえしてみましても，

虫が全然いないというようなところでも，もし

上から落ちる餌が非常に多ければイワナはちゃ

んとやって行けるはずです。　もっとも石の下に

虫のいないような破壊された川で，水面にから

餌がどんどん落ちるというようなことは，実際

には考え難いことです。　イワナの仲間はどちら

かと言えば，上から落ちてくる餌や水面を流れ

る餌が好きなようです｡そして落ちるためには，

その元になる所に虫がたくさんいなければなり

ませんから，結局，川の上を木がおおっている

ことが必要のようです。開けっぴろげの所では，

上から落ちようにも落ちるべき虫そのものがな

い。それに落葉広葉樹,つまりブナのような仲

間のあるところのほうが，スギやヒメキの植林

よりはうんと虫が多いことにも疑いはありませ

ん。

　さて, 1年程前の｢はくさん｣(第８巻第１号)

にも書いてありましたが，たとえば大きな渕が

ありますと，瀬からの落ち口のところにはいち

ばん大きいイワナがいて，だんだん下流へある

いは横へ行くに従って小さいのが順番に並んで

いるのです。手収川は最近は全くなくなったよ

うですが，ヤマメがここにおりますと，ヤマメ

の方がいばる傾向が強くて，上等の場所はヤマ

メが占拠し，イワナは底に近い所へおりてしま

うということがあります。逆に北海道へ行って，

アメマスとオショロコマとの関係になります

と，今度はアメマスすなわちイワナの方がいば

って水面近くを占めるという関係になるそうで

す。手取川の場合は，先程申しましたように幸

か不幸か他の種類が，いわゆるゴリ,標準和名

でいうとカジカ以外にありませんのであまり今

言ったような問題は表面には出ません。だから

住み場所の関係でいうと, わりあいと流れのゆ

るいところに待っていて，速いところからやっ

てくる餌を食う，そういうところがイワナに

とっていちばん良いわけで，つまり速いところ

と遅いところとがすぐ横にならんでいるような

複雑な環境が都合がいいというわけになりま

す。

白山のイワナ

　この白山でのイワナについて聞いております

ことの１つに，のぼりイワナとじょうイワナの

ことがあります。のぼりイワナといいましても、

一番最初に申しましたように，海と川を往復す

るという意味ではなくて，大きい川と小さい谷

とを往復するということです。これに対して

じょうイワナというのは１つの谷なら谷だけに

一生いるらしいというものであります。そして

のぼりイワナの方が一般にずっと大きいといわ

れております。のぼりイワナが住むために何か

必要かといいますと，いうまでもなく谷と大き

い川が行き来ができるようにつながっているこ

と，すなわちイワナにとっての障害物が途中に

ないということが必要になります。大川が非常

に立派な川であり，谷川も非常に立派な川で

図2　世界のサケマスの分布域
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　あったとしましても，その真中に彼らが全然通

　れないというようなところが１つでもあれば，

　のぼりイワナにとっては両方の良さはなんの意

　味もない。

　　のぼりイワナが住めるような川は，今日本の

　中では非常に少なくなっています。白山の川は

　のぼりイワナがいるという点でも，大変貴重な

　ところです。のぼりイワナは川を非常に有効に

　利用しているわけですから，生産性もおそらく

　じょうイワナよりも高いのではないか。もしそ

　うならば，地元に住んでいらっしゃる人達に

　とって，生産性という意味だけから見ても，重

　要なことではないかと私は思っています。

司会　では今から講師の方のどなたにでも，それ

　からみなさん同上で，御意見を活発にお願いい

　たします。

堰堤と魚

上山（河内村）戦後河内村へ帰って来て，当時は

　たいへんイワナとかゴリもたくさんおったんで

　す。それが土木部が河川に堰堤を入れたことに

　よって急激に魚が減っていくということは事実

　です。そしてこの堰堤を作る時には，イワナと

　かゴリとかが上流に上れるような堰堤を作ると

　いうことが第一条件です。魚の保護ということ

　はそれを除いて他にはほとんどないといっても

　いい。

　　わしのいる板尾やったら，昔はマスものぼれ

　ばアユなどの手取川へのぼる魚は全部のぼって

　きた。白山発電所（鶴来町）ができてからアユ

　はほとんどわしらの川にのぼらんようになっ

　た。それからマスの子をわしらアマゴといいま

　したけれどアマゴというのはほとんどおらんよ

　うになった。それというのも沢山堰堤を作るこ

　とによって，魚が上流へ登れなくなって魚が少

　なくなってしもうた。堰堤の働きはわかるが，

　土木の堰堤やったらいっぺんで埋ってしまっ

　て，元も子もならん。いく分かそこで川の流れ

　がゆるやかになるということがあってもそのこ

　とによって河川が非常に荒れる場合がある。

　　我々が先祖代々守ってきた自然の川に，昔は

　よそから魚釣りにこなかった。それがだんだん

　道もよくなったから，金沢方面からしょっちゅ

　　うきて魚をとる。地元の者はほとんど魚をとれ

　　ん。

坪田（尾口村）今，上山さんのご質問の中で魚道

　の問題が出たようですが，関連して申しあげま

　すと，魚道は堰堤がつくられてもほとんどない

砂防堰堤（手取川支流）

　というのが現状でございます。なかにあるのを

　見ますと，はたして魚がのぼれる魚道であるか

　どうか疑問でございます。いったいイワナとか

　ゴリとかが，どのくらいの高さや範囲ならのぼ

　れるんだろうかということをよくわかっていま

　せん。少し研究していただいてそうしたものに

　基いた魚道のあり方を進めてもらいたいと思い

　ます。

横山（河内村）ここ十年程前といいますと，すば

　らしい程のゴリかおりました。わしらの小さい

　時の夏休みには,ゴリ採りが毎日の仕事で, 100

　～150匹とってこないと夕飯があたらんかった。

　それが盆に鶴来町へ行っていい小遣になってお

　ったと記憶しています。それが最近急激に少な

　くなってしもうた。　これは末井さんが言われた

　ように人間がとぎ汁を出さんさけということも

　あるけど,土木開発事業もありますし,採石もセ

　メントもあります。さっき卵の問題言われまし

　たが,ゴリがタイか,タラ子ほどの沢山の子を持つ

　とってくれればいいけど，ほんとに少ないんや

　それにこの清流のゴリを佐渡のトキのように

　おらんようになってから保護しようていうても

　だめや。今は少しは住んどるもんやさけ，どう

　にかして保護してほしいという一念でしゃべっ

　ているわけです。

石野（鶴来町）先程からの話の関連になると思い

　　ますけれども,海からあかってくる魚はですね，

　　結局は堰堤でストップしてしまう。本流ダム（白

　　山発電所の堰堤）ができたときにですね，一番

　　最後に保障問題として海からあかってくる魚を

　　どうして上流まであげるかという問題が一つ

　　残ったわけです。漁業組合との交渉の中ではど

　　んな不便が問題になったかといいますと，アユ

　　があかって来る時期というのは３月の末から６

　　月の末くらいまでですね。そして７月いっぱい

　　くらいはそのへんであそんでおって，そして８

　　月の盆過ぎぐらいになると下ります。それで４
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　月, 5月のシーズンに，白山の堰堤を一定量の

　水がこえていないと魚たちが白山の堰堤をの

　ぼってこれなくなるわけです。それがその時期

　の日中は白山の堰堤は水が越さないんだという

　話が入ってきまして，これじゃあ魚も海からあ

　がってこないじゃないかということで，漁業関

　係者はあわてたわけです。それで折衝したとこ

　ろ，魚道を立派に整備するから勘弁してくれな

　いかという案が出てきたわけです。　しかし水の

　ない川に魚道を作って魚があがれるものかどう

　かという質問が，出てきたわけです。　これには

　もう当事者もあいた口がふさがらなかったとい

　うことを聞いたわけです。土木関係の方々はと

　かく機械とかだけに頼る考え方があって，最終

　的に生態系を大切にする考え方がなくて，結局

　魚を減らしてしまったんじゃなかろうかという

　心配があるわけです。

森村　この付近に入っている堰堤は砂防堰堤とい

　いまして，土砂が川に流れたりしますと，氾濫

　のもとになりますので，なるべく上流で止める

　目的で入れております。土砂が一気に出ますと，

　川が埋まって彼害が人家に及ぶので土砂止めの

　ために入れてるわけです。私どもが魚道を作っ

　ておると申しておりましたのは，だいたい平地

　河川の頭首工といったような形のものを考えて

　おりまして，砂防堰堤は高さも高く，魚といい

　ますのはどれだけの高さまで行けるものかにつ

　いては私もわかっておりませんので，そういう

　ことがはっきりわかりましたら砂防堰堤の魚道

　も考えていけると思います。

ゴリの孵化場（石川県内水面試験場）

白山地域に放流される魚

司会　魚の放流といいますと，たとえばゴリとか

　イワナとか養殖して放流するわけですけれど

　も，年間にどれだけ放流し，どれだけ定着して

　いるかということで，内水面水産試験場の方で

　なにか資料がありましたらお願いします。

直江　放流には漁業権で義務づけられている放流

と，それ以外の自主的な放流や

試験的な放流の２通りあるわけ

です。そこで手取川について申

しあげますと，手取川の義務放

流数は，年によりましても多少

変動はございますが, 30万から

40万尾程度の放流がされていま

　す。上流の大日川につきましては30万尾程度

　の放流がされております。それ以ﾀﾄに内水面水

　産試験場で人工的に生産しましたアユ公崔冨ふ

　県下の河川に試験放流してぃるわけで，手取川

　につきましては大日川に１万７千尾，手収川の

　下流に１万９千尾，合計約３万５～６千尾の人

　工種苗を放流しております。

　　さきほどのゴリですが, 52年から種苗生産を

　量産化しまして,だいたい10万尾の種苗ができ

　てぃるわけですが,県下の大聖寺川，手取川，大

　田日等５河川で試験放流をいたしております。

　手取水系につきましては，大日川に一万尾ゴリ

　の放流をしてぃます。それからイワナは漁業権

　がないので義務づけではないわけなんてすが，

　大日川に小松市が６千尾，鳥越村が１万１千尾

　というような，放流を自主的にしてぃる。

魚道の構造

司会　川那部先生にお伺いしたいんですが，本当

　に魚にとって理想的な魚道ってぃうのはそうと

　う莫大な経費がいるものでしょうか。

川那部　お金のことはあまり考えたことがないの

　でむずかしいのですが，魚の種によって，また

　彼らが本当にのぼりたいと思ってぃる時期かど

　うかによっても違いますね。私がいちばん長く

　やってきたアユで言えば溯上期には，かなりい

　い加減な魚道でものぼる個体が皆無ということ

　はない。　しかし「差し返し」アユと言って，夏

　になってから戻ってくる場合は，余程の魚道で

　もなかなか難しいのです。さあ，アユなんかで

　自分の体の大きさの倍くらいならだいたい何と

　かなるでしょうか。イワナ，ヤマメですと自分

　の体長と同じくらいと見た方が安全じゃないん

　でしょうか。
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　それからカナダ・ノルウェー・スウェーデン

などでは，川の魚の中ではサケ，マスだけが重

要なんてすね。だから昔から海からあがった個

体は，なんとしてでも自分の生まれたところま

で返してやるということに対しては，徹底して

労力をかけている。実は魚道というのには，そ

こを魚があかっていけるかということのほか

に，魚がその魚道のいちばん下にちゃんと入っ

てくれるかどうかという問題があるんです。日

本の魚道のことを言いますと，流れに直角に堰

犀　川　の　魚　道

堤があって，その下手に魚道が出ている。だか

ら上って来た連中の大部分は，魚道の末端がみ

つけられない。もどって探すという高等な能力

はないのです。だからいつまでも上れないとこ

ろを飛んでいる。ただ夜になって下の淀みで休

む。次の日にあがって行く時に，たまたま魚道

へ入ることもある。それだけのことになってい

る。　これに対してたとえばカナダの魚道という

のは，堰堤自身が斜めに作られ

ていて，しかも魚道はその最も

上手にさらに入口が堰堤よりも

上にあるように作ってある。

そうしますとあがってきた魚

が,堰堤に,つっかければ必ず全

部魚道に入ってしまう。コン

クリートの量は少々たくさんい

るでしょうけれども，高さの比

較的低いダムがあれば決してや

れないことはない。

　それからついでに申しますと

さっき末井さんがおっしゃった

人間がいなくなると魚もいなく

なるという話，魚道のことなど

ではなかなか正しい御意見だと

　思います。魚道をつくりましても必ずいたむも

　のです。昔は農家の方々が厄日毎日川を見て回

　られて，たとえばゴミがたまってつまったりす

　るとすぐ取り除げられていた。この頃は極端な

　場合は一夏中つまりっぱなしのこともあります。

　やっぱり近くに住んでいつも川を気にする人

　間がいなければどうにもならないのです。

放流イワナの定着について

司会　さきほど話のあった，放流したイワナの定

　着について，なにかデータがございますか。

坪田　実は私ども尾口村でもイワナの稚魚の生産

　をやってまして，昨年，一昨年，放流している

　んです。はたして人工飼育したものが河川にそ

　のままいのこるかいのこらないのか，全部さ

　がってしまうんじゃなかろうかというようなご

　心配がたいへんあるようでございますけれど

　払　実はイワナでもニジマスでも私どもの経験

　ではいったん放せば, 1か月間なり, 2か月間

　なり見ていなけれゃわからないことなんですけ

　ど，企部下るわけではございません。そりゃあ

　中には腹減って，栄養不良になって下るのがい

　るのかもしれませんけど，だいたい残るんじゃ

　ないかというのが私どもの考えです。

　　魚はしょっちゅうあがったりさがったりして

　いるのです。堰堤などたくさんつくりますと，

　その下をくぐった水がにげてしまいまして，堰

　堤間に全然水の通らないような所がでてまい

　ります。こうした場合にはどうしてもさがろう

　にもさがれません。

直江　私のほうでイワナの種苗生産を年に15～

　20万尾程度生産しているわけですが，年々

日本の河川にふつうみられる魚道

　　(魚は入口をみっけにくい)

　北米などでみられる魚道

（魚は必ず入ロにたどりつく）

図３　魚道の比較
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　にイワナの需要が増えまして，現在8割から

　９割は養殖用に優先的に配布しているわけで

　ございます。県下の河川のほうからも，稚魚の

　放流事業に使いたいということで需要が多いわ

　けです。なお，イワナを放流した河川につきま

　して，それなりの調査をする必要がございます

　が,充分な人手もございませんので,正節なデー

　タはございません。やはりある程度の定着はあ

　ると,我々は理解し放流事業を進めております。

魚の放流問題

藤野（小松市）小松市に西俣川というところがあ

　るんです。そこでイワナ，ゴリの放流を毎年，

　内水面の水産試験場から御協力を得て, 4年ば

　かり続けておるんです。　まず，魚が生息できる

　環境づくりをしなけりゃいけないと思うんで

　す。谷川とか川は海よりも環境が非常に不安定

　で，そこでまず第一に水量を豊富にするという

　ことです。手取川でも干上ってしまって魚がた

　くさん死んでおります。砂防ダムの後始末。

　ダムに土砂がたまっていくんですが，そのまま

　ほったらかしで，埋まってしまったのもありま

　す。そのため渕とか瀬とかが消減していくわけ

　です。それから護岸工事について配慮しなけ

　りゃいけないんじゃないかということ。河川課

　長さんのおっしゃったように，魚の住み家とな

　るブ口ックが開発されたということですから非

　常にいいことなんですが，いわゆる流下昆虫の

　ことも考慮しなけりゃいかんのじゃないか。そ

　れから３番目は中州です。西俣町では去年も市

　にお願いしまして，中州を除去していただきま

　した，これが大事だと思う。　４番目ですが，水

　源地の林野保護。実は営林関係で，水源地のと

　ころでたいへんな伐採をしています。

　　それと禁漁区を設定できないかということで

　す。石川県の自然の中で加賀地区，金沢地区，

　能登地区，だいたい３か所くらいで，淡水魚の

　夢のオアシスというようなものを，つくったら

　どうかなというような気がするんです。禁漁区

　では，水棲昆虫とか陸水のエビ，これはほとん

　どいなくなりましたが，こういう保護も非常に

　大事かと思います。それと網で淡水魚をとるこ

　とを禁止できないかどうかということ，ウグイ

　なんか産卵しておりますところを一網打尽に

　とっていってよっこらしょともっていく人をよ

　く見ます。それともう一つはニジマスの放流は

　中止したほうがいいと思います。

大脇（鶴来町）石川とか富山は河川の自然環境が

イワナの養殖場（河内村）

　破壊されすぎていると思います。私，滋賀県と

　か岐阜県とか長野県の山が好きでよく行きます

　が，長良川の流域は発電所もダムもほとんどあ

　りません。　したがって，魚も豊富です。石川県

　でゴリを放流されたことを新聞で見ましたが，

　犀川と大聖寺川と大日川のようなゴリのうまく

　ないとこばっかり放してある。一番うまいのは

　直海谷川というのが料理屋さんの定評なんで

　す。で，その直海谷川に，もっともっとたくさ

　ん放流してほしいと思います。それとせっかく

　放流しても，イワナとか大きな魚に全部食われ

　るんじゃないかな。一昨年だったと思うんです

　が，大聖寺川にヒレかどっか切って放したとか

　聞きました。 15～16日かかってずっと調べたん

　ですが，一匹も見あたらないんです。それでこ

　れはどうも大きな魚に食われたんじゃないか。

　そこで提案ですが直海谷川ヘイワナを上流へ

　やっといて，下の方にゴリを養殖したらどうか

　と考えるんですが。

直江　資源の保護をはかるという意味あいで，私

　のほうでは石川県内水面漁業調整規則というも

　のがございまして，規制をしているわけなんで

　す。調整規川第６条に基づきまして，さし網と

　投網等，網は許可制になっております。アユの

　流し網の許可につきましては，現有勢力で押さ

　えており，新規許可はしないという考え方でい

　ます。

　　また禁漁区の設定でございますが，現在内水

　面漁業調盤規則に基づきまして，県下の河川に

　禁漁区域を設けてございます。たとえば周年禁

　止区域といたしまして, 15か所禁止区域になっ

　ております。また期間禁止区域として，ある期

　間，区域を禁止するところが，県下に６か所ご

　ざいます。そのほか河口域の禁止区域というも

　のも３か所ございます。

　　それからニジマスの放流については，いろい

　ろ問題があり，現在県下の各河川ではアユとニ
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　ジマスの漁業権が設定されているものが大部分

　ですが，むしろニジマスよりもヤマメにしたら

　どうかというような意見がございます。漁業権

　の更新のさいに，検討していくというようなこ

　とを聞いております。それから直海谷川のゴリ

　の放流につきましては，県下の主要河川にまず

　放流して試験をしようという考え方で，五河川

　に放流しとるわけでございます。なにぶんにも

　ゴリの稚魚生産というのは10万尾程度で少の

　うございまして，半分は養殖業者に, 残り半分

　は河川に放流試験をするという考え方で，数が

　限定されております。　したがいまして各河川か

　ら希望がでてくるわけなんですが, 基本的には

　親を提供してもらった河川へ放流しています。

　適当に放流しているというわけではございませ

　ん。ただし稚魚生産が今後増えてくればさきほ

　ど話がありましたように, 直海谷川のゴリは県

　下一の味のするゴリだということからしまし

　て，生息，環境もいいんじゃなかろうかと考え

　ておりますので，そうした御意見も参考にして

　いきたいと思います。

司会　川那部先生，ニジマスの放流についてはど

　うなのでしょう。

川那部　ニジマスについての科学的資料は実はな

　いようなのです。私の意見では少なくとも今後

　は河川放流をすべきではないと思っています。

　ニジマスは確かに他の魚の卵や稚魚を食べるの

　ですが，それが他の魚に致命的であるかどうか

　は日本でははっきりしません。むしろ少ないの

　ではないでしょうか。逆にニジマスは放流して

　もせいぜい数代続く程度のようです。ヤマメや

　イワナの放流種苗が手に入り易くなった現在で

　はニジマスは養殖用にして，少なくとも河川に

　はもう放流しないほうがいいと思っています。

　　放流に関してもう一つ言わせてもらってもよ

　ろしいでしょうか。京都に街の真中を流れてい

　る鴨川という川があります。ずっと以前は非常

　に汚い川であったのが，この頃はだいぶきれい

　になったというので，前知事以下ががんばりま

　して，ゴリを毎年放流しています。まあ，ゴリ

　と言ってもここのものとは全く種の違う腹びれ

　が吸盤状になっているカワヨシノボリというも

　のですけれども，これはもちろんたいへん結構

　なことなのですが，もう一つ進めなげればなら

　ない。一番望ましいのはどういうことかという

　と, もう放流の必要がなく，天然にちゃんと増

　えるということです。毎年放流しなげればなら

　ないというのは，実はまだちゃんとした川に

　なうていないということですね。

　　放流は本来はそういうものだと思います。短

　知的に考えれば大変有効な手段に違いない。し

　かし長い目で見た時には，もう放流なんぞしな

　くてもよい，ちゃんと天然に子どもができてい

　るという状態になる必要があります。

北出（尾口村村長）私ども尾口村では, イワナが将

　来性のあるいい仕事だということで，採卵場の

　施設なんかもつくらせていただいています。昨

　年はだいたい40万尾程のイワナの利魚を生産

　いたしまして，今年はなんとかして100 万尾程

　の稚魚を生産したいと思っております。そこで

　昨乍のちょうど夏頃ですけれども，尾口付の各

　河川，平取川の枝川ですけれども５万尾を放流

　いたしまして，これがどういうふうになってい

　るかたのしみにしているんです。手取川の本流

　は，渇水時は砂漠のような状態になりますし，

　また増水期でダムが放水しますと，それこそ大

　河になってしまいます。そんな状態のところで

　魚を養うとか増やすとか不可能なことなんて

　す。私どもの地域の枝川では，できるだけ手を

　加えながら魚の住みやすい条件を整えてやらな

　きゃいかんと思っております。

　　仏たちの地域や直海谷川にも大きなダムがで

　きました。このダムに，ヒメマスのような今ま

　で住んでいなかった魚でもおいしい魚であり，

　また価値感の高いものであれば，イワナとかゴ

　リとかにこだわらずに，一つまた放流について

　研究をしてゆきたいと思っています。県の内水

　面水産試験場の方でも、　また新しい分野でのご

　研究をいいただき，大きなダムに住みつけると

　いうような形もよく，味もよく，よろこんでいた

　だけるような魚が開発させるようにご研究いた

三面ばりの護岸工事が施された川
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　だきたいと希望しているわけです。

魚のための環境づくり

石川（金沢市）私はさきほどから地域の方々のお

　話でのごやっかいになっております釣人のＩ人

　でございます。最近は高い山や奥へ行きません

　ので,ほとんど直海谷川です。年に４・５回行っ

　て一番思うことは，去年ここに渕があったのに

　今年はもうなくなっていたということです。そ

　れで一回にイワナ,ヤマメが1O何尾というのが，

　2, 3尾とかに量がだんだん減ってきているわ

　けでございます。それでも金沢からほんの30分

　のところで，イワナ，ヤマメが釣れるとよろこ

　んでおるしだいです。

　　去年,私が釣りに行ったときに見たんですが，

　50cmのイワナが死んどったんです。50cmより

　大きいやつがいるんですから，まだまだだい

　じょうぶだろうとは思うんですが，道路工事と

　か河川の工事で渕がなくなるというのが，一番

　減っていく原因じゃないかと思います。私たち

　商売人じゃありませんで, 1回に行ってせいぜ

　い10 尾も釣ればいいんです。それだけで,魚が減

　るということはあまり考えられないんじゃない

　ですか。

　　それから魚釣りのほうとして考えることで

　すが, 1つの川へ３万とか５万とか放流されま

　しても，はたしてその谷が魚を養っていけるだ

　けの能力を持っている川かということを研究さ

　れて,放流をされていただきたいと思います。

　　川の工事をしなくてはならない原因は，たい

　ていは山の奥の森林の伐採です。それも数年前

　から林野庁がやっている皆伐方式のために川が

　荒れて，土砂がたくさん流れてくるということ

　だろうと思うのです。それで河川のほうばかり

　攻撃されないで. もっとその奥の林野庁のほう

　にも攻撃の目を向けなければならないと思いま

　す。

石野　先程から魚の住みやすい環境づくりという

　ことがいわれるわけですけれども，河川の管理

　を熱心にやられるあまり，川をそうじしすぎて

　いないかどうかという感じもするわけです。例

　を出しますと，鶴来町の向いに和佐谷という部

　落がありますが，あの部落の奥から出てくる和

　佐谷川が手取川へ合流するところが，大きな魚

　の巣になるわけです。渕のところにヨシや柳が

　茂って，釣針も入らないということで，そこが

　魚の安息地になっとるわけです。そして,そのヨ

　シのおかげで鳥も住む，餌も充分にあるという

　ような都合のいい格好になっとるわけです。そ

　れが中洲の木をきれいに伐採して草一本はえて

　いない格好になりますと,虫も住まない。たしか

　に見たところきれいだけど，魚の餌になるもの

　もない魚が住みにくい環境がつくられていない

　かどうか。こういう面も考えてみる必要がある

　んじゃないか。

　　もう一つは下水道の問題ですが，下水道で浄

　化したものを手取川へだすというんですけれ

　ど，夏場の水枯れのシーズンにはもう川の水が

　非常に少なくて，あちこちに渕が出てくるとい

　う格好になるわけです。そこへ下水処理した水

　が入っていくということになれば，排水溝から

　下の魚は下水の水で育っていかなければならな

　いというような問題もでてくるわけです。もう

　一点は森林管理の問題なんです。山の管理をや

　るということは大都会に住んでいる人間に対し

　て美しい水を供給するという，非常に大事な仕

　事をやっているんです。山の人間は逆に収入が

　少なくてばからしくて仕方がないという一面も

　あるわけで，こういう面も政府の援助かなんか

　を考える必要があるんじゃなかろうかと思うわ

　けです。

司会　そろそろ時間がまいりました。本日はいろ

　いろとご意見をいただきました。実は白山麓の川

　の保護ということで，白山麓に何かふさわしい

　開発の方法があるとか，こういうものをもっと

　やるべきでないかというご意見をもっと頂戴し

　たかったわけですけれども，私のほうの不手際

　といいますか，魚と川の状態だけに終始したよ

　うで，ちょっとうらみが残りますが，また今度

　の機会にと思います。最後に講師の方々から会

　議が終わって一言づつご意見を頂戴してこの会

　を終わりたいと思います。

森村　今日は私どもいろいろ勉強させてもらって

　ありがとうございました。それぞれ目的を持つ

　てやっているわけですけれども，今後とも環境

　をこわさないようなことは，充分こころがけて

　まいりたいと思います。またよろしくお願いし

　ます。

末井　みなさんと同様，地元でありますので，河

　川の魚保護問題に，いっしょうけんめいつくし

　たいと思いますので，よろしくお願いいたしま

　す。

川那部　私はどうも地方分権の極めみたいなこと

　が好きでして,地元の方が全部決める。そして完

　全に責任を持つというのが良いと思っているの
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ですが，そのためにも逆に

意見を最後に言わせて頂き

たいと思います。　１つは先

程ちょっと申したように，

極めて長い目で考えて下さ

いということです。そして

２つ目はそれぞれのところ

で違ったことをやるのが良

いのではないかということ

です。白山山麓で川の生産

を考えるのに，京都や大阪

の近くで考えていることを

持ってくるのは，本当に良
いのかどうかということで

す。川の自然のありかた自

体だって,非常に荒々しい

山をとり入れた自然が重要

ではないかと思っていま

す。

　極端な例をあげましょう。

京都府では禁止していま

すけれども.近くでは養殖

した魚を土曜日の朝に川へ

入れましてその日の午後と

日曜日にほとんど全部釣り

あげる｡それを｢自然で釣っ

たのだ」というようなことにみせかける，宣伝

するところがあると聞いています。こういうや

りかたは，少なくともここ白山山麓ではもっと

もふさわしくないものだと思っています。

　交通が便利になりますと，同じやりかたは決

して良いことではなくなります。観光という言

葉はあまり好きではないんですが，まあ非常に

広い意味での観光開発という場合では，そこの

自然のあり方を他所とは違ったかたちでそのま

まに生かすということが，重要ではないでしょ

うか。京都，大阪，東京のすぐまわりの川や魚

のあり方とは，全く違ったかたちのものがほし

いと，私はもちろんながら多くの人達は考える

のではないでしょうか。

　私は先程，地元の人が決めることだと中しま

した。ここで地元の人とは，例えば川について

言えば，その川へ入っていつも魚と交渉を持っ

ている方だけを意味します。その場所の川を本

当の意味で知っており，それについて論じるこ

とのできる人は，その人だけです。私などはも

とより県の河川課の方，水産課の方，さらには

図４　石川県加賀地方の河川

　そこに住んでいる人の中にも，その場所のこと

　を,それほど御存知ない人があります。そういう

　方にまかせるのでなくて，実際にその自然をち

　ゃんと利用している人が考えかつおやりになる

　以外にありえないと私はいつも思っております。

直江　オブザーバーとしまして，出席させていた

　だいたんですが，さきほどらい講師の方々の貴

　重なるお話を拝聴し，地元の方の御意見をこの

　機会にきくことができました。今後，試験，研

　究，あるいは放流等につきまして，みなさまの

　御意見を参考にいたしまして，いきたいと思い

　ます。今後ともよろしく御協力願いたいと思い

　ます。

司会　県とか村とかに対する要望とか，お叱りと

　か私どもの白山自然保護センターや,山麓の村，

　町の役場のほうへ，どうぞこれを機会に遠慮な

　しに気軽に言ってもらいたいと思います。講師

　の先生方とは，これを機会にもっとひんぱんに

　おつきあいをしていただき，白山麓の振興や山

　と川と魚の保護と利用に，お願いしたいと思っ

　ております。どうもありがとうございました。
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ＴＶＡメルトンヒルダム．対岸はオークリッジ自然保護地区

ＴＶＡを見て

大串　龍一

　昨年の暮から今年のはじめにかけて，私は

アメリカヘ行った。この旅行の主な目的は，

この国の東南部のテネシー州を中心にひろが

るテネシー川流域を対象として，流域管埋の

事業を行なっている有名なＴＶＡ（テネシー

川流域開発公社）の活動の現状を見ることで

あった。ここは有名な゛草の根の民主主義″

の言葉をつくった，地域住民を主体とした総

合開発の原点ともいうべき所である。わが国

でも昭和20年代から30年代前半にかけての

戦後の苫しい生活の中で，このＴＶＡによっ

て代表されるいわゆる総合開発が，豊かな生

活と民主的な社会をつくるための理想的な方

向と考えられ，多くのジャーナリズムにも収

上げられて一種のＴＶＡブームをつくった

こともあった。

　ＴＶＡの成果が世界に知られたのは戦後で

あるが，ここから始まった゛総合開発″はそ

の後全世界でさまざまな形で展開してきた。

しかもこの30年間は,環境問題が全世界の末

米に大きな危機を提示してきた時代でもあっ

た。TVA もその総合間発の元祖として，い

わば゛悪の元凶″のように割切る人がいない

でもない。　しかし多くの人は（日本だけでな

く）ＴＶＡに無関心になっているように思わ

れる。　こうして一時期のような熱狂的な賛美

も消え，世間から忘れられた現在こそTVA

のありかたと長所，欠陥を冷静に観察して，

その中で時代の変遷をこえて参考とすべきも

のがあれば取り入れることができるのではな

いかと思われる。更に，時々問題とされるよ

うに，ＴＶＡの事業は大きな成果をあげたと

云われているにも拘らず，その後のアメリカ

の河川流域開発方式がＴＶＡ方式をとらな

いのはなぜかという市も考えてみなければな

らない。このような事を考えながら，私は太

平洋をこえ米大陸を横切って，この大西洋岸

のジョージア州とテネシー州まで一人旅をつ

づけたのだった。
ＴＶＡの組織

　ＴＶＡはアメリカ東南部の７州にまたがる

テネシー川流域の総合開発によって，アメリ

カでも最も貧しい地方だったテネシー州を中

心とするこの地方の住民生活を向上させるた

めに連邦議会によってつくられた組織（目本

でいえば公社か公団に当る）である。テネシー

川はミシシッピー川の支流オハイオ川のその

また支流である。支流とはいっても流域面積

は日本の本州の半分近い広大なもので，流域

人口は430万人である。

　ＴＶＡといえばダムで知られている。流程

1,000マイルに近い川とその支流を36の大

ダムと多数の中・小ダムによって階段状に仕

切り，この川の景観を変えた30年以上にわた

る大仕事はしばしば世紀の大事業とされた。

もちろんこの工事自体には功罪両面がある。

　ＴＶＡ本部のあるノックスビルは小ぎれい

な地方都市である。私はオークリッジにある

国立エネルギー研究所環境科学部から紹介し

てもらって,この広報部局を訪ねた。ビジター

を応待する責任者は親切な中年の女性で，当

方の希望にあわせて見学のスケジュールをつ

くってくれた。大体，共通の関心のある見学

者2, 3人を一括にして説明し，案内してくれ

る。私はネパールの森林技術者（コロラド大

学に留学中）と一緒になった。

　私はＴＶＡを訪ねる４日前にテネシーに

入り，川の様子や農村地帯,オークリッジの

研究所とエネルギー博物館等を見てある程度

の予備知識を得ていたので，主としてTVA
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の自然資源局関係の事業を見ることを希望し

た。ＴＶＡには６つの局があり，それぞれが大

きな機構を持ち（職員数は５万人）,広い地域

に分散しているので，もし全体を一通り見よ

うと思ったら３ヶ月でも足らないだろう。私

の見ることができたのはほんの一部に過ぎな

い。
　ＴＶＡの活動の中心になるテネシー州は南

のアパラチア山脈と北のカンバーランド山脈

にはさまれている。テネシー河谷といわれる

が，日本で言う谷間と全くちがった広大な平

原で，小さくゆるやかな起伏は主に牧野や森

林におおわれる。明るい赤土の土壌はやせて

おり，低い草原とあまり大きくないカシや

ヒッコリーの林は乾いた感じで，この州の両

側に連なるアーカンサス州などの広い沼沢地

帯や，テキサス州の肥沃な黒土地帯ときわ

立ったちがいを見せている。　１月上旬には平

地にはまだ雪はなかったが非常に寒く，最低

温度はマイナス14度を記録した。テネシー州

は現在でもアメリカ国内で貧しい地方に属す

る。TVA の事業の始まる前の1929年（昭和

４年）にはこの州の１人当り平均所得は全国

平均の44％, TVAの事業が成功した1975

年（昭和50年）でもやっと全国平均の77％に

なったところだが，これはこの地方のきびし

い自然環境と無関係ではないだろう。

　各部門ごとに次々に交代して説明する

ＴＶＡの職員の話を聞いていて感心したのは，

それぞれの部門の仕事が他の部門の活動とど

のように関連しているかがよくわかることで

ある。TVA の事業の中心はテネシー川の洪

水防止と舟運の確保であり，そのためにダム

群がつくられている。この洪水防止のために

治山の林業部門に大きな力を入れてい

る。TVA 自体が植林するのではなく苗木の

供給と林業技術の開発・普及により民間の林

業家を援助する一方，ＴＶＡ自体としては山

火事の防止（かつてこの地方では毎年，森林

面積の10％が山火事で失なわれていたとい

う）と，肥料の開発・普及（この地方は鉄分

を含むやせた土壌でおおわれている）の事業

を進めている。

　一方，主なダムには水門をつけて貨物運送

用のはしけを通し，農産物や工業原料の輸送

力を約100倍にした。そうしてダムを利用し

ての発電と組合わせて工業をおこしている。

工業が発展すると電力の安定供給が必要にな

り，ダムの水だけにたよることができないの

で，この地方に多産する石炭を利用した火力

発電を進める（ＴＶＡの発電事業の中心が石

炭火力であるのは一部で有名である）。一方，

ダムを利用した魚釣りやボート等のレク

リエーションも，電力などと同じように大き

な力をさいている。この方面から，大気や水

の汚染防止のアセスメント活動，社会的な環

境教育へと事業をひろげている。いわゆる総

合開発が単なる多目的というのではなくて，

それらの目的がお互に関連し合っていて，そ

の中でも中心になる目的が何であるかがはっ

きりしているということが，ＴＶＡの言う総

合開発といえる。TVA ではその中心目的が

洪水防止であることをくりかえして強調して

いた。たとえばダムの貯水をめぐって発電と

洪水防止の間で利害が相反することが生じた

ばあい，洪水防止を優先することが決められ

ている。

自然環境との対応

　私の大きな関心のひとつは，ＴＶＡの事業

と自然環境保全との関係であった。TVA の

設立当初からの姿勢として，地域住民の自発

的な参画と同時に，自然のまとまりを損なわ

ないような利川ということが強調されてき

た。しかし一方,日本にも報道されたテリコ・

ダム建設とそこにすむ貴重な魚（スネール

ダーター）の保護をめぐってのＴＶＡと自然

保護団体との対立や，火力発電のための石炭

の露天掘りあとの放置による公害の発生

等，ＴＶＡの事業から種々の環境破壊が発生

していることも事実のようである。

　これらの問題についてもある程度の資料を

集めることができたが，これについてのべる

テネシー河谷の自然景観
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ととうてい短い紙数では納まらないので，

ここではこのように言わば〝開発側″のTVA

が保全のために投入している大きな費用と努

力をのべて日本の開発関係者の参考とした
い。

　スネールダーターの問題は，ＴＶＡがリト

ルテネシー川にすむこの魚を全部他の支流へ

移植した上でダムを完成させるという形でひ

とまず終末を迎えたが,このような形の保護が

本当の自然保護とちがうことは明らかであ

り，いろいろな問題を残している。このスネー

ルダーターの問題についてもかなり資料を集

めたが，まだ十分検討する余裕がないので

ここでは詳しくはのべない。ただひとついえ

ることは，たとえ非常に不十分な所があるの

にせよ，このテネシー川にすむ300種類以上

の魚のうちの１種にすぎず，産業的にはほと

んど無価値のこの小さな魚を絶滅させないた

めに払われた大きな努力と費用については，

わが国でも十分に参考になると思われる。日

本の建設事業の関係者には，野生生物の実態

を知り，その保護をはがるためにはどれだけ

の莫大な労力と費用がかかるかについて，ほ

とんど理解していない人が多いように思われ

る。ＴＶＡがこの魚の実態調査と移植のため

に投じた費用は恐らく10億円をこえると思

われる。

重視される基礎調査

　ＴＶＡを見て参考となるのは，その専門家

重視の姿勢である。もちろん専門家を重視し

たからといって，直ぐに正しい方策がとれる

とか，解決が得られるわけではないが，専門

家を無視すれば何もできない事は明らかであ

る。TVA が林業や野生生物や水産はもとよ

り，文化財などの分野にまでそれぞれ専門家

のチームを正式の職員として地味な基礎調査

をつづけている事は，注目してもよいと思わ

れる。

　ノックスビルの近くのノリスにはTVA

の研究センターがある（ＴＶＡの研究セン

ターはここだけでなく，チャタヌーガにもあ

り，また小さな調査・実験地はテネシー川流

域に多数設置されているようである）。大きな

木のバンガロ一風のコンピューターセンター

を中心にして水生生物，野生動物，森林その

他の研究機関が美しい落葉樹林の中に散在し

ている。そのひとつである水生生物研究所は，

スネールダーター

建物自体は長方形の箱形のトレーラーハウス

をつないだような簡単なものだが，その中で

は80人ちかい研究員と研究補助員が熱心に

はたらいている。ダムに放流しているパドル

フィッシュ（長いへらのような口をした黒い

魚で，大きいのは人の背丈ほどある）の成長

と数の変化を長期にわたって調査していた。

若い男女の研究員が数人，このテーマで仕事

をしている。テネシー川にすむ多くの種類の

魚を見分けてその成長を調べるために，卵か

らかえったばかりの稚魚を判別するためのテ

ネシー川の稚魚図鑑を自らの手で作ってあ

る。10人ちかい若い研究補助員が双眼実体顕

微鏡を並べて稚魚を選り分けているのは一寸

した見物である。選り分けて数をかぞえて記

入した記録用紙はコンピュータ-センターに

送られてデータ・バンクに入る。一方，幼魚

の鼻先に小さな針金を打ち込んでマークした

上放流し，その成長を調べ，また個体群密度

を推定している。

　このような川魚の生態についての地味な基

礎研究が長期にわたり，多人数の研究員の協

力で進められている。同様にスネールダータ

ーの生態や，カワシンジュガイの生態なども

研究されている。一般の作業が機械化されて

いるのに反して，研究の面では日本よりもは

るかに多くの人手を投入していることが注目

された。この水生生物研究所の研究テーマは

決して多くはないが，それに何十人という人

手をかけていることは，日本の同じような研

究機関が一か所数人,多くても十数人の研究員

で,しかも１人々々がそれぞれいくつものテー

マをかかえて多忙にあえいでいるのと対照的

であった。川やダム湖の生物調査のために用

途に応じた各種の調査船（底生生物採集用の

双胴船，浅瀬で調査するためのスクリューの

ないプロペラ船など）をそろえている点なども

興味をひいた。基礎的なデータの蓄積を重視

することは自然管理の第一歩であることをあ

らためて感じさせられた。〈金沢大学理学部〉
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手取川に棲む魚

サクラマス（ヤマメ）　サクラー・スは産卵のために河川に上り，孵化後l年程を河川で生活した

後海へ下り，1～２年後に再び産卵のため河川に上ってくる。河川にいる未成魚や，海へ下らず

河川だけで生活するようになったサクラマスを，ヤマメと呼ぶことが多いが，全く同じ種類であ

る。手取川でも，昔はサクラマスが春の融雪の増水期に川へ上ってきたという。そのサクラマス

は網やモリで獲り，料理屋などで賞味され，イワナより美味であった。鶴来，市岡のダムができ

てからは，サクラマスは上らなくなり，上流域のヤマメもいなくなった。手取川のような大河川

で，陸封性のヤマメが残れなかった理由は判っていない。体側の中央に朱点のあるアマゴ（ヤマ

メの亜種とされている）は，北陸にはもとはいなかったものであるが，近年養殖されたものが放

流されたり逃亡したりして，ときどき採集される。定着は確認されていない。

ニジマス　北米より日本に移入されたサケマス類。養殖が容易なことから日本各地で広く養殖さ

れ，手取川でも養殖・放流されているが，定着していない。サケマスの中では，味は劣る。

トミヨ　下流の手取川扇状地だけに分布するトゲウオの仲間。湧水地帯だけでみられ，手取川は

分布の南限である。成魚の体長は５～6 cm,水草の茎に巣を作り，卵と仔魚を雄が保護する。宅

地化や用水路整備で，数が激減し，県などによっては保護対策が始められている。

ウグイ　日本各地の河川の中・下流や湖沼に分布するコイの仲間。淡水で一生をくらすものと大

部分を海でくらすものがある。川の中流域では淵を遊泳しているのがよくみられる。雑食性で，

昆虫・藻類・動物の死体など貪欲に食べる。手取川では，河内村より下流や大日川，放流された

ものが白峰村付近に生息している。

アユ　釣人にも，食卓にも馴染み深い魚。キュウリウオやワカサギに近い仲間で，カジカのよう

に川と海を往復する（両側回遊）。ドブ釣で知られる加賀の毛鈎は全国的に有名で芸術品でもある。

その他　イワナ，カマツカ，アブラハヤ，タカハヤ，カワムツ，オイカワ，フナ，シマドジョウ，

スズキ，シマイサキ，ドンコ，チチブ，ヨシノボリ,カジカ，カマキリなど合計20種が分布して

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷田）

ヤマメ

アユ

ニジマス

カジカ

ウグイ

トミヨ
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たより
　センターで年１回開催しているシンポジウム（講演会）は，白山の自然の保護と適正な
利用について一般の方々に理解を深めてもらおうというもので，その時の話題となってい
るテーマについて数人の講師からお話を伺い，一般参加者と共に討議してきました。
　７回目をむかえる今回のシンポジウムでは，近年ダム建設，魚類の乱獲，あるいは山村の過疎化などによって大きく変貌しつつある白山麓の河川とそこに棲む生物の保護をテー
マとして取り上げました。当日は89名の参加者を得,主に地元の方々から活発なご意見を
いただきました。シンポジウムを活字に直すという作業は，その内容がどうしても味気な
いものに･ならざるを得ませんが，討論の流れや会場の雰囲気の一端を感じとってもらえれ
ばと思い，今号で紹介を試みました。紙面の都合上，半分近くを割愛せざるをえませんで
したが，ご了承下さい。

　この会で川や魚の保護に関して，いくつかの問題点が出されました。魚と堰提，魚と魚
道，魚の放流等すぐには解決できない問題が山積しており，ここ白山麓だけの問題ではな
く,全国の山村に共通するものといえるでしょう。これらの問題は地元の住民の生活を含め
て，広い観点から解決の糸口をみつけなければならないもので，地元にあるセンターのこ
れからの重要な課題と思っています。

　第８巻も今号をもって終了します。特集のテーマの選定，割り付げ，囲み記事等，内容の充実に工夫をこらしたつもりですが，いかがでしたでしょうか。第９巻からは，また新
しい考えのもとで編集してゆきます。ご意見，ご希望をお寄せ下さい。　　　　　（東野）
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